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【緒言】 

筋そのものが発揮できるパフォーマンスは、筋

線維の太さや長さ、筋線維の配列の仕方から筋

線維組成などが密接に関連している。そのため、

筋機能はもとより身体の変化を議論する際に、筋

そのものの形態を知ることは非常に重要な意味を

持つ。筋厚、筋断面積と筋力についての報告が

数多く見られ、Fukunagaらは、最大発揮トルクを

筋体積で除したものを固有筋力指標として算出し、

筋張力を比較する指標として報告している。一方、

大腿四頭筋の測定部位の信頼性と妥当性につ

いては、膝蓋骨上縁から上前腸骨棘を結んだ線

上の中点での大腿直筋及び中間広筋が最も筋

厚が厚く、膝関節伸展筋力との関連性を見る上

で最適部位とする報告は数多くみられるが、先行

研究間でも測定部位のばらつきがみられる。そこ

で本研究では、筋体積と筋厚には相関関係があ

ることから、各角速度の膝関節等速性ピークトル

クを各測定部位の筋厚で除した値を競技間(陸

上短距離、陸上長距離、硬式テニス、一般人)で

比較し、その関係を明らかにするとともに、筋力を

推定するための筋厚の最適測定部位を明らかに

することを目的とした。 

 

【方法】 

競 走 部 短 距 離 群 (Sprinter group;SP群 )4名 、

競 走 部 長 距 離 群 (Long Distance Running 

group;LDR 群 )4 名 、 硬 式 テ ニ ス 群 (Tennis 

group;TN群)4名、および高強度な運動を行って

いない一般男子大学生(Control group;CON群)4

名を本研究の対象とした。被験脚は、両脚とし、

16名計32脚を測定対象とした。超音波断層撮影

には超 音 波 画 像 診 断 装 置 SSD1000(ALOKA社

製)を使用し、プローベは発振周波数が5.0MHz

のものを使用した。大隊長(膝蓋骨上端から上前

腸骨棘を結んだ線上)の遠位50%、25%の計2点を

撮像し、大腿直筋と中間広筋の筋厚の和(大腿

骨上縁より大腿直筋筋膜までの距離)を大腿筋

厚として求めた。なお、群間での比較には、体重

で除した値を用いた。膝関節伸展筋力の測定に

は、等速性筋力測定機BIODEXsystem3(酒井医

療社製)を用いた。測定角速度は60、180、および

360deg/secとし、両側それぞれ5回ずつ測定し、5

回の試行におけるピークトルクを等速性膝伸展ト

ルクとして分析に用い、群間での比較には、体重

で除 した値 を用 いた。すべての統 計 処 理 には

Dr.SPSS?を使用した。 

 

【結果】 

角速度60deg/secの最大発揮トルクを25%位の

筋 厚 で除 した値 は、各 群 間 の比 較 ではSP群 が

LDR群とTN群より高値を示す傾向にあり(P=0.082、

P=0.148)、50%位の筋厚で除した値は、SP群がTN

群より高値を示す傾向にあった(P=0.179)。角速

度180deg/secの最大発揮トルクを25%位の筋厚で

除した値は、各群間の比較ではSP群がLDR群と

TN 群 よ り 高 値 を 示 す 傾 向 に あ り (P=0.052 、

P=0.072) 、50%位の筋厚で除した値は、各群間

の比較ではSP群がLDR群とTN群より高値を示す

傾 向 に あ っ た  (P=0.163 、 P=0.077) 。 角 速 度

360deg/secの最大発揮トルクを25%位の筋厚で除

した値は、各群間の比較ではSP群がLDR群とTN



群より有意に高値を示し、50%位の筋厚で除した

値では、各群間の比較ではSP群がLDR群とTN群

より高値を示す傾向にあった(P=0.163、P=0.077)。

また、最大発揮トルクと各測定部位においての筋

厚の関係では、25%位の筋厚において、最大発揮

トルクと筋厚の間に相関関係はみられなかったが、

50%位の筋厚において、正の相関関係を示す傾

向がみられた。 

 

【考察】 

最大発揮トルクを筋厚で除した値の群間比較

において角速度が上がるにつれ、SP群がLDR群、

TN群より有意に高値を示す結果が得られた。固

有筋力指標(筋体積当たりの発揮トルク)は性、年

齢による影響を受けず、競技間にも差はないとす

る報告1)も見られるが、本研究では、競技間にお

いて差がみられた。この原因として、福永ら1)があ

げる測定部位あるいは測定時の筋活動様式の違

いや筋線維組成、羽状角の変化率といった筋構

造に関係する因子の発揮筋力への影響が考えら

れる。また川上ら1)は、トレーニングや競技の継続

に伴う神経系の発火頻度の増加や動員する運動

単位の増加、さらに力発揮に伴う協調筋群の協

調性の高まりなども発揮筋力に影響を及ぼすとの

べており、これらの要因が本研究における最大発

揮トルク/筋厚値の群間差の要因となったことが

示唆される。筋厚の最適測定部位の検討では、

一般的に筋力と筋厚の関係で用いられている膝

蓋骨上縁から上前腸骨棘を結んだ線の50%位の

測定部位と同様、本研究でも膝蓋骨上縁25%の

筋厚よりも膝蓋骨上縁50%の筋厚の方が最適測

定部位と推測される。 

 

【結論】 

各群における筋厚の比較の検討からは、競技

特性において筋の発達する部位に差があることが

示唆された。筋厚当たりの最大発揮トルクには異

なる競技間で差があることが明らかになった。従っ

て、筋厚から筋力を推定する場合には、競技種

目を考慮する必要がある。また、筋力を推定する

ための筋厚の最適測定部位は大腿長の50%位で

ある。 

 

 


